
　
　
　
　
「
治
す
治
療
」
か
ら
「
守
る
治
療
」
へ
。
歯
科
医
療
は
、
い
ま
変
革
の
中
に
あ

　
　
る
。
従
来
は
、
虫
歯
を
削
り
取
り
、
そ
こ
に
金
属
を
か
ぶ
せ
る
、
ま
た
入
れ
歯
・
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
歯
で
、
失
っ
た
歯
を
補
う
・
・
・
そ
ん
な
方
法
が
、
当
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
前
と
さ
れ
て
き
た
。
虫
歯
・
歯
周
病
に
続
く
、
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
治
療
と
し
て
の
「
咬
み
合
わ
せ
治
療
」
に
取
り
組
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
い
る
の
が
、
平
賀
歯
科
医
院
（
大
阪
府
・
東
大
阪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
）
の
院
長
、
平
賀
敏
人
さ
ん
。
被
の
、
熱
き
理
想
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迫
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
谷
川
真
理
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
ひ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
・
と
し
ひ
と
）
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日
生
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
。
　
歳
。
東
大
阪
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
身
　
　
灘
高
校
卒
業
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
大
学
歯
学
部
卒
業
。
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
治
療
科
を
経
て
、
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ン
ト
専
門
医
、
な
ら
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
小
児
歯
科
で
の
研
修
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
　
年
、
父
が
開
業
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
平
賀
歯
科
医
院
の
副
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
に
。
同
　
年
、
父
の
逝
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
伴
い
、
院
長
就
任
。
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
大
阪
大
学
歯
学
部
で
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
号
取
得
。
同
大
学
歯
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
非
常
勤
講
師
も
務
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣
味
は
釣
り
と
、
陶
磁
器
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
て
歩
く
こ
と
。
最
近
は
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
フ
に
は
ま
っ
て
い
る
。
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
族
は
、
夫
人
と
一
男
一
女
。
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と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
ん

で
す
よ
」

　
大
学
卒
業
後
、
小
児
歯
科

勤
務
を
し
た
の
は
、
子
供
が

好
き
だ
か
ら
、
と
い
う
平
賀

さ
ん
。

　
「
本
当
は
、
治
療
す
る
こ

と
よ
り
、
乳
歯
が
生
え
る
と

こ
ろ
か
ら
、
虫
歯
も
な
く
、

そ
の
人
に
合
っ
た
歯
並
び
が

完
成
で
き
る
よ
う
に
、
ず
っ

と
管
理
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
年
数
の
か
か
る
仕
事
で

す
が
、
今
後
の
夢
で
す
」

と
、
壮
大
な
理
想
を
い
だ

く
。
　
熱
意
あ
ふ
れ
る
、
彼
の
飛

躍
に
期
待
し
よ
う
。
　T
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検
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よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
技
術
を
広
め
て
、

　
　
　
　
入
れ
歯
に
悩
む
す

　
　
　
　
べ
て
の
患
者
さ
ん

　
　
　
　
に
提
供
で
き
る
よ

　
　
　
　
う
に
し
た
い
で
す

　
　
　
　
ね
」
と
、
目
が
輝

　
　
　
　
く
。

　
　
　
　
　
「
僕
が
今
、
次

　
　
　
　
に
力
を
入
れ
て
る

　
　
　
　
の
は
”
咬
合
（
こ

　
　
　
　
う
ご
う
）
治

　
　
　
　
療
”
。
一
言
で

　
　
　
　
”
咬
み
合
わ
せ
”

　
　
　
　
と
い
っ
て
も
、
人

　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
に
状
態

　
　
　
　
が
全
く
違
い
ま

　
　
　
　
す
。
試
行
錯
誤
の

　
　
　
　
毎
日
で
す
が
、
単

　
　
　
　
に
、
虫
歯
を
治
す

　
　
　
　
だ
け
で
な
く
、
患

　
　
　
　
者
さ
ん
に
、
よ
り

　
　
　
　
快
適
に
、
生
活
が

　
　
　
　
で
き
る
よ
う
に
な

　
　
　
　
っ
て
い
た
だ
き
た

　
　
　
　
い
で
す
ね
。
実

　
　
　
　
際
、
患
者
さ
ん
の

　
　
　
　
中
に
は
、
咬
み
合

わ
せ
を
治
す
こ
と
で
、
肩
こ

り
や
、
頭
痛
が
な
く
な
っ
た

　
「
歯
学
の
道
に
進
ん
で

年
…
。
歯
科
治
療
の
、
奥
の

深
さ
や
可
能
性
が
見
え
て
き

て
、
こ
の
頃
や
っ
と
、
そ
の

面
白
さ
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
ね
」

　
爽
や
か
な
笑
顛
が
印
象
的

な
平
賀
さ
ん
。

「
う
ち
は
、
父
の
代
か
ら

な
の
で
、
　
年
続
い
て
ま

す
。
僕
が
、
こ
こ
に
戻
っ
て

来
た
の
が7

年
前
で
す
が
、

古
く
か
ら
の
患
者
さ
ん
は
父

が
診
て
、
新
規
の
患
者
さ
ん

は
僕
・
と
分
担
し
て
、
予
約

診
療
制
も
導
入
し
ま
し
た
。

　
台
あ
っ
た
チ
ェ
ア
も
、
　

台
に
減
ら
し
、
一
人
ひ
と
り

の
患
者
さ
ん
を
、
じ
っ
く
り

診
察
す
る
や
り
方
に
変
え
ま

し
た
」

　
医
者
の
家
系
だ
と
い
う
、

血
統
の
良
さ
。
し
か
し
、
耳

を
傾
け
る
う
ち
、
彼
の
学
究

肌
と
、
前
向
き
な
姿
勢
が
見

え
て
く
る
。

「
最
近
、
よ
う
や
く
痛
く

な
く
、
は
ず
れ
に
く
く
て
、

食
事
中
に
食
べ
物
が
は
さ
ま

ら
な
い
総
入
れ
歯
が
で
き
る 20
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